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本研究は佐々田 槙子氏 (東京大学大学院数理科学研究科),齊藤 圭司氏 (慶應義塾大学理工学部物理学科)と

の共同研究である.

本公演では, 2次元中の 1次元調和振動子鎖 {(v(x, t), q(x, t)) ∈ R2 ×R2;x ∈ Z, t ≥ 0} に磁場及び確率的摂
動を加えたモデル

⎧⎪⎪⎪⎪⎨⎪⎪⎪⎪⎩

dqi(x, t) = vi(x, t)dt
dvi(x, t) = (∆qi)(x, t) + δi,1Bv2(x, t) − δi,2Bv1(x, t) + ϵγ∆vi(x, t))dt

+√ϵγ∑z;∣z−x∣=1(Yx,zvi(x, t))dwx,z

の巨視的な熱拡散現象について考察する. ここで, B ∈ R は磁場の強度, γ > 0 は確率的摂動の強度であり,

{wx,z(t) = wz,x(t);x, z ∈ Z, ∣x − z∣ = 1, t ≥ 0} は独立なブラウン運動, また

Yx,z = (v2(z) − v2(x))(∂v1(z) − ∂v1(x)) − (v1(z) − v1(x))(∂v2(z) − ∂v2(x))

である. このモデルは [3] により導入され, 巨視的な熱の異常拡散が生じていることが示されたが, 具体的にど

のような方程式に従って拡散するのかは分かっていなかった. 本研究では [1, 2] で用いられた手法を踏襲する

ことにより, 巨視的な熱分布 {u(y, t) ∈ R≥0; y ∈ R, t ≥ 0} は 5
6
-分数階拡散方程式

∂tu(y, t) = −(−∆y)
5
6u(y, t)

に従うことを示した. 指数が 5
6
となる分数階拡散方程式を振動子鎖モデルから数学的に導出したのは本研究

が初めてである。
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